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令和７年第３回定例会  9開
会   2 ●火

 9閉
会  12 ●金

市
税
市
税
のの
使
い
道

使
い
道
令和6年度令和6年度

決算に関する決算に関する

総括質疑総括質疑
令
和
６
年
度
決
算
案
全
体
に
対
し
て
、

疑
問
や
不
明
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

市
に
説
明
を
求
め
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
、

主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

令和 6 年度   令和 6 年度   

決算認定 決算認定 

空
き
家
対
策
事
業

問　

撤
去
が
必
要
な
空
き
家

が
多
く
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

条
件
で
あ
れ
ば
公
費
で
撤
去

さ
れ
る
の
か
。

答　

公
費
に
よ
る
撤
去
の
実

施
に
一
律
の
条
件
と
い
う
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
か
ら
の
指

針
、
各
種
法
令
、
個
々
の
空
家

の
状
況
、
所
有
者
の
有
無
等
を

踏
ま
え
、
空
家
対
策
推
進
協
議

会
に
諮
問
し
、
法
に
基
づ
い
た

手
続
き
を
経
て
、
代
執
行
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

伝
統
的
建
造
物
保
存
地

区
推
進
事
業

問　

伝
建
地
区
に
も
空
き
家

が
増
え
て
お
り
、
ひ
な
ま
つ
り

の
時
に
閉
鎖
し
て
い
る
建
物
が

気
に
な
る
。市
の
対
策
を
伺
う
。

答　

令
和
7
年
1
月
に
、
当

該
地
区
を
桜
川
市
空
家
等
活

用
促
進
区
域
に
指
定
し
、
本
年

度
か
ら
国
庫
補
助
金
を
活
用

し
た
空
き
家
改
修
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
桜
川
市
賑
わ
い
創

業
支
援
事
業
」
や
、
旧
高
久
家

住
宅
を
活
用
し
た
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
に
よ
り
、

創
業
支
援
や
店
舗
運
営
の
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
度
に
は
伝
建

地
区
の
地
域
活
性
化
に
関
す

る
協
定
を
日
本
郵
便
株
式
会

社
と
締
結
し
、
本
年
度
、
伝
建

地
区
に
人
を
呼
び
込
む
た
め
の

施
策
と
し
て
、
官
公
庁
の
補
助

金
を
活
用
し
た
「
地
域
観
光
魅

力
向
上
事
業
」
を
通
じ
、
新
た

な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

令和６年度決算額（万円未満切り捨て）昨年度比較増↑減↓　

   一般会計
　歳入　227億347万円↑　　歳出　211億5,040万円↑

   特別会計
　国 民 健 康 保 険	 歳入　46億7,573万円↓	 歳出　45億6,950万円↓
　介 　 護 　 保 　 険	 歳入　47億4,163万円↑	 歳出　42億3,636万円↑
　介護サービス事業	 歳入     　　 1,464万円↑	 歳出　　　 1,256万円↑
　後 期 高 齢 者 医 療	 歳入　　5億7,127万円↑	 歳出　　5億6,988万円↑

   水道事業会計
　収益的収入　10億 7,941万円↓　　収益的支出       9億7,722万円↑
　資本的収入　   　    6,542万円↓　　資本的支出　　2億1,054万円↓

   病院事業会計
　収益的収入　　5億 1,841万円↓　　収益的支出　　5億2,464万円↓
　資本的収入　　1億5,387万円↓　　資本的支出　　2億2,511万円↓

   下水道事業会計
　収益的収入　  10億1,786万円↑　　収益的支出　   9億6,903万円↑
　資本的収入　     2億3,704万円↓　　資本的支出     　6億8,130万円↑
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一般
議案に

　　対する議案審議
補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い
ました。その中から、主な質疑を掲載します。ました。その中から、主な質疑を掲載します。

第３回定例会（9月２日〜9月12日）審議された議案と結果
令和6年度歳入歳出決算
一般会計 認定
国民健康保険特別会計 認定
介護保険特別会計 認定
介護サービス事業特別会計 認定
後期高齢者医療特別会計 認定
水道事業会計 認定
病院事業会計 認定
下水道事業会計 認定
条例の制定・改正
桜川市乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例 可決

桜川市職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例 可決

桜川市職員の勤務時間、休暇等に関す
る条例の一部を改正する条例 可決

桜川市税条例の一部を改正する条例 可決
桜川市手数料徴収条例の一部を改正す
る条例 可決

桜川市都市公園に係る移動等円滑化の
ために必要な特定公園施設の設置に関
する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

可決

桜川市水道事業給水条例等の一部を改
正する条例 可決

令和7年度補正予算
一般会計（第3号） 可決
国民健康保険特別会計（第1号） 可決
介護保険特別会計（第1号） 可決
介護サービス事業特別会計（第1号） 可決
水道事業会計（第2号） 可決
下水道事業会計（第2号） 可決
一般会計（第4号） 可決
人事・その他
人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ること（2件） 適任

教育委員会委員の任命について 同意
公平委員会委員の選任 同意
和解及び損害賠償の額を定めることの
専決処分事項の報告 報告

専決処分の承認を求めることについて
（3件） 承認

和解及び損害賠償の額を定めることに
ついて 可決

桜川市道路線の廃止について 可決
桜川市道路線の認定について 可決

新
型
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
受
信
機

交
換
事
業
債
に
つ
い
て

問　

新
型
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
受
信

機
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺

う
。

答　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
い
う

名
称
で
、
人
工
衛
星
を
経
由
し

て
、
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
等
に
伝
達
す

る
仕
組
み
で
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
受
信

機
を
新
型
に
更
新
す
る
た
め
の

市
債
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

問　

コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る
住

民
票
・
証
明
書
等
の
交
付
件
数

は
、
市
全
体
の
交
付
総
数
に
お

い
て
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
な
の

か
伺
う
。

答　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
令
和

元
年
度
途
中
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
非
課
税
証
明
書
、
所
得
証

明
書
、
所
得
課
税
証
明
書
の
税

務
関
係
証
明
書
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。
各
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
発
行
件
数
及
び
割
合
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

住民票・証明書等　コンビニ交付件数の推移

交付総数 コンビニ
交付数

コンビニ
交付率

令和2年度 30,927 852 2.8％

令和4年度 28,225 2,988 10.6％

令和6年度 25,808 7,634 29.6％
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武井久司 議員

全
国
各
地
で
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
桜
川
市
へ
の
寄
付
額
と

取
り
組
み
活
用
に
つ
い
て

伺
う
。

総
合
戦
略
部
長　

寄
附
額
は
、
令
和

3
年
度
3
千
２
百
万
円
、

令
和
４
年
度
１
億
4
千
万

円
、
令
和
5
年
度
3
億
5

千
万
円
、
令
和
6
年
度
5

億
2
千
万
円
で
す
。

　

使
用
目
的
は
、
自
然
環

境
保
全
、
教
育
関
係
、「
さ

く
ら
す
」
の
蔵
書
の
購
入

や
大
和
駅
北
公
園
の
整
備

で
す
。

　

地
域
産
品
の
開
発
、
品

質
向
上
に
よ
り
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
新
た
な
販
路
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
採
用
と
成
果

に
つ
い
て
伺
う
。

総
合
戦
略
部
長　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
、
里
山
保
全
活
動
、

P
R
、
移
住
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

協
力
隊
制
度
の
成
果
は
、

任
期
終
了
後
の
定
住
率
で
、

全
国
68
・
9
％
、
県
61
・

5
％
、
桜
川
市
22
・
2
％

と
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
任
期
中
、
任
期

後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強

化
し
、
定
住
率
を
伸
ば
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

定
住
促
進
施
策
に

つ
い
て定

住
促
進
施
策
と

し
て
、
市
内
に
住

宅
を
取
得
す
る
方
に
対
し
、

最
大
2
百
万
円
が
助
成
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

新
婚
世
帯
家
賃
助
成
金
の

補
助
制
度
の
実
績
、
成
果
、

ま
た
家
賃
補
助
制
度
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長
・
建

設
部
長　
家
賃
補

助
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
人
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
、
住
宅
取

得
助
成
、
若
者
や
子
育
て

世
帯
へ
の
お
祝
金
や
補
助

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

実
績
は
令
和
5
年
度

67
件
、
令
和
6
年
度
50
件
、

令
和
７
年
8
月
ま
で
に
13

件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
人
口
減
少

対
策
に
寄
与
で
き
る
事
業

と
思
わ
れ
る
の
で
、
実
績

を
参
考
に
制
度
の
見
直
し

や
拡
充
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

　
　
　
活
用
方
法
に
つ
い
て

墓
石
業
界
の
市
場

規
模
は
、
２
０
０

０
年
で
４
，
５
０
０
億
円
、

２
０
１
５
年
２
，
５
０
０

億
円
、
最
近
で
は
１
，
７

０
０
億
円
と
言
わ
れ
て
ま

す
。
日
本
石
材
産
業
協
会

で
も
、「
全
国
お
墓
な
ん
で

も
相
談
室
」、「
消
費
者
に

対
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
」

を
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　
真
壁
地
区
に
は
、
真
壁

石
灯
籠
伝
統
工
芸
士
会

と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
会
長
は
、「
石
の

真
壁
、
真
壁
の
石
灯
籠
に

自
信
を
も
っ
て
、
石
製
品

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
石
材
の
町
・
真

伝
統
工
芸
士
会
等
の
協
力
で

石
材
産
業
の
復
興
を

菊池伸浩 議員

壁
の
石
灯
籠
の
火
を
消
さ

な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
、
伺
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
県
内
で
は
、

昨
年
は
小
美
玉
市
百
里
基

地
に
「
憲
法
９
条
の
碑
」、

ま
た
今
年
は
、
土
浦
市
に

「
憲
法
９
条
の
碑
」
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
碑

は
、
桜
川
市
真
壁
町
羽
鳥

の
石
材
店
で
作
ら
れ
た
も

の
で
す
。
終
戦
80
年
、
憲

法
９
条
の
平
和
を
願
っ
て
、

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

経
済
部
長　
市
内

石
材
組
合
に
対
す

る
補
助
で
は
、
真
壁
と
羽

黒
の
石
材
組
合
に
、「
石

材
振
興
」
の
補
助
金
を
出

し
て
い
ま
す
。

　

真
壁
石
灯
籠
の
補
助
金

も
あ
り
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
結
城
市
・
桜
川

市
・
笠
間
市
の
共
同
事
業

へ
の
負
担
金
を
拠
出
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、「
い
ば
ら

き
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
へ
の
補
助
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

石
材
業
の
振
興
は
、
市

総
合
計
画
で
も
「
地
場

産
業
で
あ
る
石
材
業
の
振

興
」
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
支
援
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

10人の議員が一般質問を行いました
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飯島洋省 議員

学
校
統
合
を
見
据

え
な
が
ら
も
、
今

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
統

合
か
現
状
維
持
か
で
は
な

く
、
大
和
地
区
で
い
け
ば
、

現
状
の
３
校
配
置
を
生
か

す
「
分
離
型
小
中
一
貫
教

育
」
の
導
入
、
地
域
全
体

で「
大
和
義
務
教
育
学
校
」

と
し
て
モ
デ
ル
化
し
、
将

来
の
統
合
校
設
置
を
見
据

え
る
２
段
階
方
式
、
第
三

の
道
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、市
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長　
小
中

一
貫
教
育
に
は
、

義
務
教
育
学
校
以
外
に
一

貫
型
小
学
校
・
中
学
校
が

あ
り
、
校
舎
の
設
置
状
況

に
応
じ
、
施
設
一
体
型
、

施
設
隣
接
型
、
施
設
分
離

型
が
あ
り
ま
す
。
施
設
分

離
型
は
、
小
学
校
と
中
学

校
を
別
々
の
校
舎
に
置
き

な
が
ら
、
教
育
課
程
や
指

導
体
制
を
一
体
的
に
運
営

す
る
仕
組
み
で
す
。

　

特
徴
は
、
①
系
統
的
・

継
続
的
な
学
習
を
通
し
、

一
人
一
人
へ
の
寄
り
添
い
支

援
が
可
能
、②「
中
１
ギ
ャッ

プ
」
の
緩
和
、
③
異
学
年

交
流
を
通
し
た
精
神
的

な
発
達
や
社
会
性
の
育
成
、

④
学
校
と
地
域
の
コ
ミ
ュニ

ティ
と
の
関
係
の
継
続
・
維

持
、
⑤
新
設
の
費
用
が
発

生
し
な
い
財
政
負
担
の
抑

制
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

大
和
中
学
校
区
に
お
い

て
は
、
現
在
、
小
中
連
携
・

一
貫
教
育
協
議
会
を
組
織

し
、
似
た
活
動
を
行
って
い

ま
す
が
、
協
議
会
で
の
認

知
度
は
低
い
状
況
で
す
。

　

３
校
配
置
の
ま
ま
小
中

一
貫
教
育
を
行
う
、
施
設

分
離
型
を
導
入
し
、
将
来

統
合
と
い
う
段
階
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
一つ
の
案
と

し
て
検
討
致
し
ま
す
。

地
区
の
学
校
の
将

来
、
子
供
た
ち
の

教
育
環
境
を
守
る
こ
と
、

地
域
の
未
来
を
形
づ
く
る

こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で

す
。
教
育
の
質
を
高
め
、

地
域
と
共
に
進
む
た
め
、

分
離
型
小
中
一
貫
校
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
勉
強
会

を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

や
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

教
育
長　
学
校
は
、

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
り
、
心
を
寄
せ
る
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュニ
ティ

の
力
を
生
か
し
な
が
ら
、「
お

ら
が
学
校
を
支
え
る
」
と
い

う
考
え
方
を
持
っ
て
、
意
見

交
換
や
話
合
い
の
場
、
勉
強

会
な
ど
を
前
向
き
に
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
体
育
館
ト
イ
レ
老
朽
化
対
応

・
空
き
家
活
用
と
危
険
対
応

・
地
区
計
画
の
実
績
と
展
望

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
多
様
化

分
離
型
小
中
一
貫
校
の
可
能
性

市村　香 議員

市
内
で
ガ
ラ
ス
を

割
る
空
き
巣
被
害

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

被
害
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

空
き
巣
件
数
は
、

令
和
３
年
か
ら
６
年
の
４

年
間
で
30
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
７

月
末
現
在
４
件
の
空
き
巣

被
害
が
出
て
お
り
ま
す
。

被
害
状
況
で
は
、

す
ぐ
防
災
無
線
の

注
意
喚
起
が
必
要
と
思
う
。

有
効
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

緊
急
性
が
高
い
と

き
に
防
災
無
線
を
活
用
し

て
お
り
、
今
後
も
、
桜
川

警
察
と
連
携
し
活
用
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

詐
欺
対
応
に
、
自

動
音
声
録
音
機
能

の
電
話
機
や
防
犯
カ
メ
ラ

の
助
成
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
地
域
に
お

け
る
防
犯
対
策
な

ど
、
様
々
な
観
点
よ
り
、

よ
い
助
成
制
度
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

補
聴
器
購
入
時
の

　
助
成
に
つ
い
て

高
齢
者
の
難
聴
は

認
知
症
を
併
発
す

る
と
い
う
。
補
聴
器
購
入

時
の
助
成
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

県
内
は
筑
西
市
を

含
め
19
市
が
確
認
さ
れ
今

後
は
具
体
的
に
検
討
し
計

画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
振
興
の

　
現
状
に
つ
い
て

商
工
業
振
興
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
部
長　
従
来

の
事
業
の
ほ
か
に
、

令
和
６
年
度
か
ら
、「
就

職
祝
い
金
事
業
」「
賑
わ

い
創
業
支
援
事
業
」、
令

和
７
年
度
か
ら
は
、
市
内

へ
の
移
住
を
伴
う
県
内
就

職
を
支
援
す
る
「
地
方
就

職
支
援
金
事
業
」
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

観
光
協
会
と
の
連

携
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
部
長　
観
光

の
振
興
を
実
現
す

る
た
め
に
は
地
域
一
体
と

な
っ
た
合
意
形
成
が
必
要

で
あ
り
、
市
と
観
光
協
会

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有

と
施
策
の
連
携
が
重
要
で

す
。

助
成
金
の
現
状
・

周
知
に
つ
い
て
伺

う
。

経
済
部
長　
観
光

街
づ
く
り
助
成
金

が
あ
り
、
申
請
が
あ
っ
た

事
業
に
は
、
内
容
を
審
査

し
、
前
年
度
10
団
体
に
交

付
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

桜
川
市
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て
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林　悦子議員

筑
波
山
の
北
側
は

桜
川
市
だ
が
、
倒

木
や
草
に
雑
然
と
覆
わ
れ
、

荒
廃
が
ひ
ど
い
。
対
策
を

伺
う
。

経
済
部
長　
国
有

林
を
管
理
す
る
森

林
管
理
署
、
地
権
者
、
市

が
協
議
し
、
伐
採
撤
去
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

希
少
動
物
・
植
物

の
生
態
系
に
つ
い

て
は
、
ど
う
か
。

経
済
部
長　
茨
城

県
環
境
政
策
課
に

よ
る
と
、「
筑
波
山
の
ブ
ナ

林
は
、
手
入
れ
が
行
き
届

か
な
い
た
め
、
成
木
が
痛

み
、
若
木
も
育
た
ず
、
衰

退
を
危
惧
し
て
い
る
。
苗

木
2
0
0
本
を
植
樹
す
る

な
ど
、
保
存
活
動
を
進
め

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
生
息
が
確
認
さ
れ

て
い
る
ツ
ク
バ
ハ
コ
ネ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
対
応
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
す
。

岩
瀬
駅
す
ぐ
脇
の

御
嶽
山
を
起
点
と

し
、
雨
引
、
加
波
、
足
尾

の
嶺
々
を
縦
走
で
き
る
、

『
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
』

は
、
軽
登
山
ル
ー
ト
と
し

て
、
幅
広
い
年
齢
の
方
々

に
人
気
が
あ
る
。
途
中
に

は
、
ふ
も
と
の
集
落
や
神

社
仏
閣
に
至
る
下
山
ル
ー

ト
も
あ
り
、
様
々
な
楽
し

み
方
が
で
き
る
。

　

筑
波
山
羽
鳥
地
区
に

は
、
最
近
開
通
し
た
羽
鳥

深
道
、
古
代
歌
が
い
の
里

と
し
て
、
万
葉
集
に
う
た

わ
れ
た
、
歌
詰
神
社
な
ど
、

歴
史
の
宝
庫
が
あ
る
。
こ

の
稜
線
林
道
の
価
値
を
再

考
し
、
市
の
顔
と
し
て
整

備
で
き
な
い
か
伺
う
。

経
済
部
長　
「
筑

波
連
山
縦
走
の

道
」
は
、
人
気
の
コ
ー
ス

で
す
。
市
は
本
年
度
か
ら

二
か
年
の
計
画
で
、
筑
波

山
を
楽
し
む
た
め
の
「
登

山
基
地
」を
目
指
し
、キ
ャ

ン
プ
場
の
整
備
を
行
い
ま

す
。
今
後
、「
筑
波
山
の

自
然
」「
キ
ャ
ン
プ
場
」「
関

東
ふ
れ
あ
い
の
道
」「
歴

史
的
古
道
」
な
ど
、
地
域

資
源
を
一
体
的
に
考
え
、

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
外
国
籍
者
の
居
住
状
況

筑
波
山
と

関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
に
つ
い
て

元岩瀬 73人
明日香 46人
東矢貝 45人

田 39人
富士見台 37人

ベトナム 195人
インドネシア 149人

中国 138人

居住地（上位）

国別

桜川市の外国籍者居住状況（R7.7.1現在）
男483人／女366人／計849人

２0代 290人
３0代 236人
４0代 131人

年代別

萩原剛志 議員

ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
は
、
牽
引
し

て
き
て
設
置
す
る
だ
け
で
、

す
ぐ
に
使
用
で
き
る
ト
イ

レ
サ
ー
ビ
ス
。
災
害
時
だ

け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
等

で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の

導
入
も
含
め
て
桜
川
市
の

災
害
時
の
ト
イ
レ
の
確
保

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　
ト
イ

レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、

緊
急
時
の
機
動
的
な
対
応

が
可
能
に
な
る
点
で
非
常

に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
平
常
時
の
維

持
管
理
や
使
用
頻
度
が
限

ら
れ
る
中
で
、
コ
ス
ト
負

担
に
関
す
る
課
題
も
あ
る

た
め
、
慎
重
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

災
害
時
等
に
備
え
、

ス
タ
ー
リ
ン
ク

（
衛
星
通
信
）
の
早
期
の

導
入
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。総

務
部
長　

ス

タ
ー
リ
ン
ク
に
つ

き
ま
し
て
は
、
通
信
環
境

が
未
整
備
の
山
間
部
や
災

害
時
に
地
上
の
通
信
回
線

が
遮
断
さ
れ
た
場
合
で
も
、

衛
星
通
信
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能

な
仕
組
み
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

有
効
性
や
コ
ス
ト
面
、

維
持
管
理
の
課
題
を
十
分

に
精
査
し
な
が
ら
、
導
入

の
必
要
性
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

学
校
体
育
館
の
空

調
設
備
整
備
に
つ

い
て

今
後
の
学
校
体
育

館
の
空
調
設
備
整

備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
体
育

の
授
業
の
ほ
か
、

毎
日
の
部
活
動
で
の
利
用

を
考
慮
し
、
中
学
校
体
育

館
へ
の
空
調
設
備
を
優
先

し
て
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

整
備
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
来
年
度
に
設
計
業
務

委
託
を
行
い
、
再
来
年
度

に
は
国
か
ら
の
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
て
工
事
が
発

注
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
推
進
に
つ
い
て

・
小
学
生
の
登
下
校
時
に
お
け

る
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

・
マ
ダ
ニ
媒
介
感
染
症
（
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
な
ど
の
対
策
に

つ
い
て

・
ナ
ラ
枯
れ
等
に
よ
る
危
険

木
の
倒
木
対
策
に
つ
い
て

　
災
害
対
策
に
つ
い
て
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近
隣
自
治
体
と
の

有
害
鳥
獣
対
策
の

連
携
に
つ
い
て
。

経
済
部
長　
昨
年

度
の
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
頭
数
は
１
，
４
０
２

頭
で
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
捕
獲
頭
数
で
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
は
桜
川

市
単
独
で
は
解
決
に
至
り

ま
せ
ん
。
茨
城
県
及
び
栃

木
県
の
八
溝
山
系
15
市
町

で
広
域
的
に
対
応
し
て
お

り
ま
す
。有

害
鳥
獣
捕
獲
隊

の
捕
獲
実
績
に
つ

い
て
。

経
済
部
長　
本
市

に
お
い
て
は
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
よ
り
、

市
内
全
域
の
捕
獲
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

隊
員
20
名
、
年
間
90

日
間
の
捕
獲
期
間
に
お
け

る
捕
獲
実
績
は
、
年
間
捕

獲
頭
数
に
対
し
て
令
和
５

年
度
は
８
５
９
頭
の
う
ち

３
４
９
頭
で
約
41
％
、
令

和
６
年
度
は
１
，
４
０
２

頭
の
う
ち
４
９
９
頭
で
約

36
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

担
い
手
の
確
保
及

び
育
成
に
つ
い
て
。

経
済
部
長　
わ
な

猟
免
許
取
得
に
か

か
る
経
費
の
補
助
、
箱
わ

な
購
入
費
用
の
補
助
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
事
業
と

な
り
ま
す
が
、
新
人
ハ
ン

タ
ー
を
対
象
と
し
た
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
被

害
防
止
対
策
に
つ

い
て
。

経
済
部
長　
被
害

防
止
対
策
は
、
捕

獲
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

侵
入
防
止
対
策
や
環
境
整

備
等
を
併
せ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
イ
ノ

シ
シ
や
、
ア
ラ
イ
グ
マ
等

の
中
型
獣
の
被
害
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

猟
友
会
桜
川
支
部
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
よ
る
捕

獲
の
み
で
は
難
し
い
で
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
皆
様

が
有
害
鳥
獣
の
魅
力
的

な
餌
と
な
る
農
作
物
の
収

穫
残
渣
や
放
任
果
樹
の
適

切
な
管
理
等
を
行
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
有
害
鳥
獣

を
誘
因
し
な
い
対
策
を
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S

を
活
用
し
、
市
民
の
皆
様

に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
現
状

　
及
び
取
り
組
み
に
つ
い
て

中田拓也 議員

移
住
・
二
拠
点
居

住
促
進
に
関
す
る

国
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

桜
川
市
は
ど
の
よ
う
な
認

識
を
持
ち
、
活
用
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。
今
後
の

取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て

も
伺
い
た
い
。

総
合
戦
略
部
長　

国
の
二
地
域
居
住

先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

装
事
業
は
、
地
方
へ
の
人

の
流
れ
を
創
出
・
拡
大
す

る
目
的
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
課
題
は
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
強
化
と
受
入
れ
体

制
の
構
築
で
あ
り
、
民
間

事
業
者
と
の
連
携
を
模
索

し
て
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
事
業
の
推
進
は
、

上
記
の
課
題
解
決
に
繋
が

る
と
考
え
て
お
り
、
人
口

減
少
対
策
に
も
関
連
し
ま

す
。
今
後
、
民
間
や
県
と

連
携
し
、
実
施
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

自
転
車
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
活
用
し
た
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
拡
充
に
つ

い
て
、
桜
川
市
は
民
間
事

業
者
と
の
連
携
や
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
整
備
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
質
の
高
い
外
国

人
観
光
客
誘
致
に
向
け
た

協
議
会
設
立
な
ど
を
促
す

考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

総
合
戦
略
部
長　

桜
川
市
自
転
車
活

用
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

自
転
車
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

市
制
20
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
「
サ
イ
ク
ル
ス
タ
イ

ル
さ
く
ら
が
わ
」
を
開
催

予
定
で
あ
り
、
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
四
季
折
々
の

ル
ー
ト
作
成
、
サ
イ
ク
ル

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
事
業
所

拡
充
、
路
面
整
備
な
ど
を

進
め
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が

常
時
訪
れ
る
環
境
を
整
備

し
て
行
き
ま
す
。

　

近
隣
自
治
体
や
民
間
事

業
者
と
の
連
携
を
強
化
し
、

柔
軟
か
つ
迅
速
な
対
応
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
転
車

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
の
電
子
カ
ル
テ
閲
覧
速

度
の
向
上
お
よ
び
看
護
師

確
保
に
つ
い
て

・
上
曽
ト
ン
ネ
ル
を
活
用
し
た

公
共
交
通
整
備
の
指
針
策

定
に
つ
い
て

・
米
価
高
騰
、
異
常
気
象
に
よ

る
農
業
従
事
者
の
収
入
・
市

民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

二
拠
点
生
活
や
移
住
者
・
観
光
客

に
訴
求
す
る
施
策
に
つ
い
て
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川股　隆 議員

長
方
地
区
の
ベ
イ

シ
ア
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
出
店
の
協
定

書
は
、
8
月
5
日
に
切
れ

て
い
る
。
い
つ
、
更
新
す

る
の
か
。
ま
た
、
8
h
a

の
造
成
費
用
を
含
め
、
市

や
土
地
開
発
公
社
は
、
何

ら
か
の
約
束
を
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
し
て
い

な
い
な
ら
ば
、
し
て
い
な

い
と
答
え
て
ほ
し
い
。

総
合
戦
略
部
長　

協
定
書
は
切
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
日
程

を
調
整
し
、
協
議
を
行
っ

て
い
く
想
定
で
す
。

※
h
a
＝
ヘ
ク
タ
ー
ル

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て令

和
4
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
ク
ラ
セ
ル
桜
川
の

米
の
返
礼
品
は
、
農
林
課

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で

購
入
し
た
米
を
P
R
商
品

に
入
れ
込
み
、
割
安
に
し

た
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て

い
ま
す
。
5
年
度
も
、
ク

ラ
セ
ル
桜
川
の
補
助
金
の

う
ち
、
1
1
5
万
円
で
米

袋
を
買
い
、
返
礼
品
に

使
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
生
産
者
仕
入
額

1
5
7
万
円
も
米
を
P
R

商
品
と
し
て
買
っ
た
も
の

で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、

地
方
税
法
に
関
し
て
、
総

務
省
、
県
の
調
査
を
受
け

て
い
る
の
は
事
実
か
。

総
合
戦
略
部
長　

米
袋
は
ク
ラ
セ
ル

桜
川
の
返
礼
品
に
使
っ
た

も
の
で
す
。
生
産
者
仕
入

額
の
詳
細
は
手
持
ち
が
な

い
の
で
、
答
弁
を
控
え
ま

す
。
茨
城
県
を
通
じ
て
の

総
務
省
の
調
査
は
、
地
方

税
法
に
基
づ
く
報
告
の
求

め
で
対
応
中
で
す
。

困
難
女
性
支
援
法

に
つ
い
て

法
施
行
に
伴
う
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
機
能
強
化
の
進

み
具
合
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

4
月
か
ら
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

切
れ
目
の
な
い
ス
ム
ー
ズ

な
支
援
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

基
本
計
画
の
策
定
や
女
性

相
談
支
援
員
の
配
置
の
検

討
、
民
間
団
体
と
の
協
働

を
含
め
、
女
性
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
議
会
で
の
市
長
発
言
の
根

拠
に
つ
い
て

ベ
イ
シ
ア
等
と
の

　
　
協
定
書
更
新
に
つ
い
て

榎戸和也 議員

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
関
わ
る
休
職
者

の
う
ち
、
私
の
せ
い
で
辞

め
た
り
、
休
ん
で
い
る
人

が
間
違
い
な
く
い
る
と
市

長
は
6
月
議
会
で
も
述
べ

た
が
、
何
人
い
る
の
か
。

市
長
公
室
長　

榎
戸
議
員
が
原
因

で
出
勤
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
辞
め
た
り
し
た
職
員

数
を
、
明
確
に
把
握
で
き

る
資
料
等
を
執
行
部
は
保

有
し
て
い
ま
せ
ん
。

委
員
会
会
議
録
の

作
成
に
つ
い
て

あ
る
委
員
会
会
議

録
に
、
あ
る
議
決

の
記
録
が
無
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
一
般
質
問
を

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

議
会
事
務
局
長
か
ら
そ
れ

は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

　
理
由
は
、
監
査
委
員
長

か
ら
、
会
議
録
の
調
製
は

議
会
事
務
局
の
仕
事
で
あ

る
と
指
摘
を
受
け
た
た
め

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
し
か
し
、
執
行
部
の
側

は
、
そ
の
と
き
の
委
員
会

に
書
記
担
当
職
員
を
出

席
さ
せ
、
文
字
起
こ
し
も

さ
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
尋

ね
る
。
執
行
部
の
側
で
は
、

今
も
、
委
員
会
に
出
席
す

る
書
記
担
当
者
割
当
表
を

作
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
公
室
長

あ
く
ま
で
も
補
助

職
員
と
し
て
で
す
が
、
記

録
員
割
当
表
は
今
も
作
っ

て
い
ま
す
。

大
和
駅
北
開
発

先
の
6
月
議
会
で
、

総
合
戦
略
部
長
は
、

ベ
イ
シ
ア
は
8
h
a
の
土

地
で
来
年
１
月
に
建
物
建

設
を
開
始
し
、
同
年
秋
に

は
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と

話
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

　
他
方
で
、
市
長
は
、
８

ｈ
ａ
の
内
の
４
ｈ
ａ
は

「
道
の
駅
」
に
す
る
と
、

7
月
の
ク
ラ
セ
ル
生
産
者

協
議
会
で
話
し
た
と
の
こ

と
。
今
ま
で
市
は
、
ベ
イ

シ
ア
の
事
業
に
市
の
お
金

は
か
か
ら
な
い
と
説
明
し

て
き
た
。

　
「
道
の
駅
」
は
市
が
行

う
事
業
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

４
ｈ
ａ
規
模
だ
っ
た
ら
市

の
支
出
は
優
に
30
億
円
は

か
か
り
、
う
ち
20
億
円
は

一
般
財
源
か
ら
の
支
出
と

な
る
。
市
役
所
の
中
は
一

体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

副
市
長　
ク
ラ
セ

ル
生
産
者
協
議
会

で
、
同
社
社
長
が
４
ｈ
ａ

の
「
道
の
駅
」
を
作
る
と

述
べ
た
こ
と
を
、
私
は
承

知
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

私
の
せ
い
で
辞
め
た

　
　
　
職
員
は
い
る
の
か
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文教厚生常任委員会視察研修レポート
委員長　市村　香　　副委員長　中田拓也
委　員　風野和視・川股　隆　

視察日　令和7年6月25日（水）～6月27日（金）
出席委員　４名
視察先　北海道厚真町・富良野市・南幌町

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

建設経済常任委員会視察研修レポート
委員長　軽部　徹　　副委員長　武井久司
委　員　潮田新正・小高友徳・鈴木裕一

視察日　令和7年7月16日（水）～7月18日（金）
出席委員　5名
視察先　新潟県新潟市・佐渡市・三条市

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

廃校を利用した「触れる」郷土資料展示
　厚真町では、文化財の発掘調査と展示について研
修を受けました。小学校跡地を再利用した軽舞遺跡
調査事務所は、一般市民や小学生が展示物を直接
手に取って学習できる「ハンズオン展示」に取り組
んでおり、資料の展示・活用手法において大きな学
びがありました。
スマートシティの取り組みについて
　富良野市では、ICT（情報通信技術）を活用した職員
の働き方改革と市民の利便性向上に取り組んでいます。
タブレット端末を利用した高齢者の見守り支援や、部活
動オンライン支援等の実証実験と、その成果について説
明を受けました。

こども室内遊戯施設「はれっぱ」
　南幌町では、令和5年5月に開業した施設「はれっ
ぱ」を見学しました。公園に隣接した建物内には、
大型のアスレチック遊具やカフェが設置されており、
悪天候でも室内で子どもを遊ばせることができます。
開業以降、40万人を超える来館者があるというこ
とでした。

直播栽培と自然圧パイプラインについて
　新潟市では、西蒲原土地改良区において、直播栽培
や水管理の省エネ化等について研修を受けました。
　V字溝乾田直播栽培は、地中に埋設したパイプで雨水
等を貯水し、秋に耕起・代かきを行い、種もみを田に直
播することで育苗と田植え作業を省略する農法です。
　また、　配水槽式自然圧パイプラインシステムは、用
水路から高い位置にある配水槽に貯水し、自然圧により
送水を行う方法で、従来の方法と比較すると、電気料金
が82％も軽減された例もあるとのことでした。

小倉千枚田の保全活性化事業について
　佐渡市は、生態系に配慮した取り組みや、美しい景観、

伝統的な農文化が評価され、日本初となる世界農業遺産
に認定されています。佐渡米認証制度や、棚田オーナー
制度等について説明を受けました。

燕三条地場産業振興センター視察
　三条市では、道の駅　地場産業振興センターを視察
しました。金属加工品などの展示・販売のほか、隣接す
る産業支援施設と併せ、地域産業の拠点となっています。
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今号は建設経済
常任委員会に注目

桜川市議会議員は、全議員がいずれかの常任委員会に所属し、それぞれ所管の事案について審議していま
す。このページでは、その審議内容や各委員会の活動状況を報告します。

委員会報告

○武井久司 小高友徳潮田新正◎軽部　徹 鈴木裕一

建 設経済
常任委員会

◎委員長　○副委員長

水稲の病害虫防止について
　令和6年度は、航空防除や育苗箱施用剤等購
入のための補助金を活用し、イネ縞葉枯れ病の
被害を抑えることに成功しました。
　一方でカメムシによる斑点米の被害が増加し
ていることに対し、新たな対策を講じるよう要
望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域の経済活性化を
　令和6年度実施した、地域応援チケットの換
金率は89.87％で、市民に広く利用されていま
す。今後も、国の経済対策の動向に注視しながら、
市内経済活性化のための施策に取り組むよう要
望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市内石材産業の振興を
　商工振興事業においては、市内石材事業者で
構成される２つの石材組合に対して補助金を交
付しているものの、近年は各組合員数が減少傾
向にあると説明を受けました。本市の歴史ある
地場産業である石材産業の、担い手確保を含め
た振興支援を要望しました。

街路樹の維持管理について
　磯部地区でおこったヤマザクラの枝とトラッ
クの接触事故では、多額の損害賠償を被ったと
いう報告がありました。自動車や歩行者の安全
を確保するため、街路樹管理の予算を増額し、
維持管理の充実を図っていくよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

伝統的建造物の活用を
　民間活力導入支援業務委託は、旧木村家住
宅や旧真壁郵便局について、民間運営を検討す
るためのコンサル業務委託です。令和6年度は、
日本郵便株式会社との協定締結や、地域観光魅
力向上事業において着実に成果を上げ、真壁の
町並みを守り活かす業務が進展していることを
確認しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

水道の運営と下水道の維持
　水道事業は、広域連携を推進し、効率的な管
理運営に取り組むよう要望しました。
　下水処理施設の老朽化を十分勘案した上で、
定期点検の強化と適切な維持管理に取り組むよ
う要望しました。
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務
常任委員会総 委員長 飯島洋省　副委員長 榎戸和也

委　員 林　悦子・小林正紀・仁平実・萩原剛志

委員長 市村　香　副委員長 中田拓也
委　員 風野和視・菊池伸浩・川股　隆文 教厚生

常任委員会

リサイクル品売却代について
　家庭から出た資源ごみの売却代は、行政区にとっ
て大切な財源です。盗難被害にあわないよう、各地
区への啓発と、リサイクルステーションに出された
資源ごみの速やかな回収を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市の広報紙について
　月に２回発行されている市の広報誌について、現
在の回覧方式は、住民の負担も大きく、配布に時間
を要しています。両紙の内容を凝縮し、月１回の発
行とすることの検討と、効率的な情報発信を図るこ
とを要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市役所新庁舎について
　新庁舎建設事業は、令和６年度の決算に引き続き、
おおむね予算内に収まっており、現在は詳細設計や
構造設計を進めていることを確認しました。

地域おこし協力隊について
　隊員としての活動期間終了後も本市に定住できる
よう、隊員募集の段階から定住を見据えた受け入れ
を行い、就任後は隊員の意思を尊重しサポートして
いく体制を構築することを要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ヤマザクラの活用について
　ヤマザクラを活用した市 PR について、効果を測
るための具体的な数値として、来訪者数やイベント
参加者数などの定量的な評価が可能な指標を設定
することを要望しました。継続的な事業評価を行い、
さらなる魅力発信を進めるよう求めます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

桜川筑西 IC 周辺地区開発
　新たに市が取得した用地については、周辺地区開
発の状況を見極め、計画的な整備に努めるよう要望
しました。

外国語教育の推進を
　桜川市では、小学校3年生から中学校3年生まで
の授業のほか、小学校１、２年生や学童クラブにも
外国語指導助手の派遣を行い、低学年から英語に
慣れ親しむ時間が設けられていると説明を受けまし
た。引き続き、外国語教育の推進を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

温水プール施設の整備を
　温水プール「サンパル」は、開館から30年以上
が経過し、毎年必要最低限の修繕を行っている状況
です。今後は、「サンパル」だけでなく、学校施設
のプールも含めて、教育委員会として管理運営の方
向性を検討していくことを要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

文化財デジタルアーカイブの活用
　真壁伝承館などに収蔵されている文化財の一部
の資料画像や、伝統民俗芸能の映像がデジタルアー

カイブとしてインターネットで公開されています。
多くの市民に認知され、幅広く活用されるよう、一
層の周知を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

成年後見人制度について
　成年後見人制度の周知や理解促進、後見人候補
者の育成、サポート体制の充実を図るよう要望しま
した。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

介護保険給付について
　介護予防や要介護認定の適正化により、要介護２
以上の中・重度の要介護認定者は、令和5年度より
56人減少し、給付費が抑制されています。今後も
高齢化に伴う要介護認定者の増加が見込まれます
が、引き続き適性な高齢者支援や介護保険給付が
行われるよう要望しました。



9月27日　上曽トンネル開通式

議会日誌編集後記

議会広報特別委員会
委員長  中田拓也　副委員長  武井久司
委　 員  �林　悦子・菊池伸浩�  

飯島洋省・軽部　徹
発行責任者　議　 長 　風野和視

　次の定例会は

12月９日（火）
10時開会予定です。
みなさまの傍聴を
お待ちしています。

　令和７年７月２９日、富山県議会　厚生環境委員会　令和７年７月２９日、富山県議会　厚生環境委員会
（議員 7 名、職員 6 名）が、さくらがわ地域医療センター（議員 7 名、職員 6 名）が、さくらがわ地域医療センター
を行政視察で訪れ、病院の再編統合について研修をさを行政視察で訪れ、病院の再編統合について研修をさ
れました。れました。
　統合の経緯や、医療体制の変化について桜川市保健　統合の経緯や、医療体制の変化について桜川市保健
福祉部健康推進課より説明を受けた後、病院施設の見福祉部健康推進課より説明を受けた後、病院施設の見
学を行いました。学を行いました。
　富山県議会議員の皆さまからは、「民間を交えた 3　富山県議会議員の皆さまからは、「民間を交えた 3
病院の再編統合はいつごろから協議をスタートしたの病院の再編統合はいつごろから協議をスタートしたの
か」「資金拠出や経営など、公民連携の複雑な課題を、か」「資金拠出や経営など、公民連携の複雑な課題を、
誰が主体となって主導したのか。県はどのように関誰が主体となって主導したのか。県はどのように関
わったのか」　などのご質問をいただきました。わったのか」　などのご質問をいただきました。

7月29日　富山県議会　視察受け入れ
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　今年は選挙の年と言われ、桜川市では、参院選、知事選、市長
選が行われました。
　７月の参院選挙では、女性新人候補者が当選し、「現職２人の
指定席」と言われていた状況に新しい風を吹き込みました。
　８月の知事選挙は、告示前日に突然立候補した候補者方が善戦
し、選挙に新しい風を吹き込みました。
　10月の市長選挙は、３回連続で同じ候補者で争われました。選
挙運動も静かな雰囲気で、投票率も50％を超えず、平穏な選挙
となりました。� 菊池　伸浩

　８月
８日 中学生議会

19日 筑北環境衛生組合議会定例会

25日 総務常任委員会
27日 文教厚生常任委員会

建設経済常任委員会
28日 議会運営委員会

議員全員協議会

　９月
２～ 12日 第３回定例会

9日 総務常任委員会
文教厚生常任委員会
建設経済常任委員会

12日 議会全員協議会

　１０月
15 日 議会広報特別委員会
20日 長生郡市広域市町村圏組合

視察受け入れ
28～ 30日 総務常任委員会視察研修

　開通式当日は、桜川市・石岡市と茨城県の関係者が
集い、事業着手から長い年月を経た末のトンネル開通
を祝しました。トンネルの長さは３，５３８mで、茨
城県内で最長となります。
　桜川市議会を代表して、風野議長は、「上曽峠は、
幅員の狭さや冬季の路面凍結により、長年交通の難所
となっていました。このトンネルが県西地域と県南・
県央地域をつなぎ、産業や物流・観光を支える基軸と
して、今後の茨城県の発展に大きく寄与することを期
待します。」と祝辞を述べました。

　榎戸和也元議員は、令和7年10月19日執行の桜川市長
選挙に立候補したため、公職選挙法第90条の規定により、
令和7年10月12日付で市議会議員の職を自動失職いたし
ました。

お知らせ


